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序論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本研究は芸術家、村山知義(1901-1977、以下「村山」) が関与

した建築作品、ならびにその背景となった活動の新側面

を報告、考察したい。まず近代における建築と芸術との

関係は密接な関係を持ちながら一定の距離を保ってきた。

それぞれの専門性に立脚しているゆえであるが、なかでも

村山は芸術界から建築界へ積極的に働きかけた人物とし

て知られる。しかしながら、彼における通底した建築観が

理解されることは少なく、大正期から昭和初期にかけての

建築運動の一側面として対比的に論じられることが主で

あった。村山の多彩な活動は周知のことであるが、芸術の

究極として建築を掲げていた事はあまり知られていない。

建築志向が他の活動と時を同じくして行われていたこと

から、芸術の中での建築の立場を考察する対象として村山

を選んだ。本研究では、村山が建築に何を求めていたのかを

探ると同時に、非建築家が建築を目指す目的、またその意

義を考察した。大正期新興美術家達に関しては、五十殿利治

氏の『大正期新興芸術運動の研究』1 が詳しい。また、曾我

高明氏『大正末期における新興美術運動の考察 - 造形美術

と建築の関わりをめぐって -』2 は、村山のバラック装飾と、

ブルーノタウト、マグデブルグでの実験との関連性につい

て述べている。本研究ではこれまで紹介されなかった村山

の組織した「合理派建築会」の存在について紹介するととも

に、彼の建築作品全般の性格をその運動との連関から再度

取り扱った。

第1 節　主義から見る村山知義 　　　　　　　　　　　
村山は芸術活動に通底するものとしてドイツ留学の末、獲

得したという「意識的構成主義」を掲げていた。しかし、

それ自体を語ることはなかった。本節では、「意識的構成主

義」を他の主張から読み解くとともに『プロレタリア美術

のために』3『合理派建築会』など、彼が建築に対する意思

を明確にした資料を研究し、建築の捉え方を再確認した。

■意識的構成主義の本質
村山が目指したのは当時のドイツで主流であったカン

ディンスキーの構図ではなくロシア構成主義の目指した

「構成」であった。彼の言う「意識的構成主義」とは「芸

術の限局」に対する抗いであった。限局とは「藝術の対象

は美である」という命題を自明の理として受容することか

ら発生する。4 そこで村山は、美と醜には「客観的普遍妥

当的な基準が存在しない。」とし、主観的な基準に自分で

意識的に矛盾を掻き立ててその矛盾の相剋によって、更に

高い統一を求めること。この苦しさを克服するために、「自

分の意思を努力によって構成するのでなければならない」

という。これが彼の唱える意識的構成主義であった。5 し

かし、唯物論弁証法 6 の前に自身の矛盾を悟り、意識的構

成主義を捨てざるを得なかった。

■「建築と建築家」
村山 1920 年代の主張の集大成とも言える著が『プロレタ

リア美術のために』3 であった。同著における「建築と建

築家」という章で建築は藝術であるのか否かという「繰り

返し論ぜられ」てきた内容への見解を示すことが意図の一

つだとしている。結論として村山は、「建築は藝術あらざ

るを得ず、また、あらねばならない所の機械である。」と

述べている。「藝術の究極としての建築」と述べはいるも

のの建築は機械であるという確信が、建築家との恊働に

向かわせ、またＭＡＶＯ 7 から脱退するに足りうる理由に

なった。残念ながら、この「建築と建築家」は未完であり、

彼が目指すという合理主義の建築について充分に紹介さ

れているとは言いがたい。

■合理派建築会（1929年秋）
その後『プロレタリア美術のために』を補完できる資料を、

古書店星霜軒主人、神林様の協力のもと村山自身のスク

ラッブック 8 より見つけた。「合理派建築」とタイトルの

付けられたそのリーフレット中「合理派の主張」には「建

築は機械と藝術の合理的な統合でなくてはならぬ。建築

の使用目的が正確に把握され、極度に簡単で、経済的で、

有能で、そして最後にこれらの前提を生かして、美しくな

ければならない。」とある。設立メンバーは村山、吉川清作、

萩島安二、江藤唯夫、藤松操一、関忠孝とある。前者三氏は、

《葵館》(1924) でのメンバーであるが、他三名については

これまでほとんど情報がない。唯一、関氏については、当

時出版された『世界短編小説体系』9 の訳者の中に名前を

見ることが出来る。村山の童話界における活躍からも同一

人物である可能性は高い。このメンバー構成から通常の

建築家の意識的な排除が伺える。従来の建築を意識的に

避けたが故に、彼自身が持っていた建築に対する知識は、

バラック装飾もマグデブルグの模倣であると曾我氏が指

摘するように 10、せいぜいドイツから持ち帰った知識の枠

組みを出ていない。彼は、意識的構成主義を『プロレタ

リア美術のために』発刊まで貫き通しており、機関誌『Ｍ

ＡＶＯ』における一連の翻訳記事などもすべて、ドイツか
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表１　合理派建築会メンバーと建築作品　リーフレットより筆者作成
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ら得たものであることからも分かる。11 それは彼のバラッ

ク装飾が、建築をキャンパスとしてしか捉え切れていな

かったことと同様である。村山自身、葛藤があったようで、

彫刻家萩島を入れた理由も造形的な方向への模索があっ

たからと推測される。多くの作品が掲載されているが、そ

れまでの各個人の作品であり、合理派としての作品ではな

い。このリーフレット発行から半年後には治安維持法で逮

捕投獄されてしまうことを考えると、合理派建築会として

の作品はおそらくなかったものと思われる。

第2 節 村山建築　　　　　　　　　　　　　　　　　　
村山は前述の通り、その思いはかなわず、実作には恵まれ

ていない。本章では、村山知義の数少ない実作を系統づけ

るとともに、芸術家である村山と恊働した数少ない建築家

吉川清作の存在を紹介し彼の建築作品ならびに村山との

共同作品を紹介する。

■《たった千円の家》1920 彼が「建築に対する目を開

かせた」帝国ホテルの影響が窓の形に現れている。

■《三角アトリエ》1923
竣工時期、またそこで行なわれた展覧会の性格から「意識的

構成主義構成主義」としての一作品であると考察し得る。

■《小さな本屋の設計》1923　展覧会 4に出品された他

の作品とは趣が異なり、単なる図面作品であった。建築に対

する取り組みが絵画、造形作品の延長ではないことがわかる。

■《バラック装飾》1924（図２）　加藤正雄ら正統な建

築教育を受けた人物のＭＡＶＯへの加入は、その後の村山

のＭＡＶＯ脱退の一要因になったと考えられる。

■《葵館》1924

ＭＡＶＯとしてではなく、個人的に請け負った仕事で、個

人的な建築活動、建築家との恊働の契機になった作品。

■《山の手美容院》1926　（図３）

葵館でのパートナーである吉川との恊働作品で、彼が最も

設計らしい設計を行なえた作品。

□吉川清作について
村山がパートナーとして選んだ吉川についての詳細な情

報はほとんど残っていない。ここでは、現在確認出来得る

限りの資料から吉川の建築を再編した。

■《神田日活館・京橋日活館・葵館》1924

いずれも日活の活動写真館で、村山と恊働であった葵館の

み異なった趣がある。

■《K氏邸》1925　（図４）

方流れの屋根がダイナミックに交差する住宅で、窓の形に

は、ロシア構成主義の影響が見られる。

■ジュネーブ国際連盟会館設計競技　1927
日本の代表三名のなかの一人として提出した作品。

■朝日住宅設計　1929　コンペ他の五百作品が一戸の住

宅を提出する中、「組合住宅」を提出し、一等になる。

■東京市庁舎設計懸賞競技1934
ジュネーブの作品から５年程たったのち再び脚光を浴び

た作品。前川国男を抜き去り、二等に輝いた。

■新婚の村1935神奈川県鶴見に展開した計画で自邸もあ

る。かつて萩島が設計を行なった「銀座サイセリヤ」の主

人のものもあり、合理派建築会の人脈は受け継がれている。

吉川清作は、1985 年に生まれ、当時大きな権威であった

中條精一郎のもとで働いていた。曾根中條建築事務所と言

えば、バラック装飾時代の村山とも無関係ではない。村山

がプロレタリア文学へと進み、そして検挙 12 される中で、

吉川は材木座海岸で別荘番になるという飄々とした生活

ぶりを見せる。13 プロレタリア運動との距離を感じる。

第3 節 一つの答えとしての建築と芸術　　　　　　　　
前節までを通して、村山ならびに吉川の建築活動を見てき

た。非建築家が建築志向を持つというのは村山に限ったこ

とではない。本章では、村山の建築活動に於ける葛藤を考

察し、建築に携わるとは何であるのかということを考察した。

3-1　村山知義の葛藤
帰国直後の村山は、彼が開いた数々の展覧会が閑散とし

ていたという様子 14 からも、芸術界において名が通って

いたわけではなかった。それゆえ、彼が建築活動を志向し

ても、彼に設計を委ねるものは現れなかった。震災によっ

て生まれたバラック装飾の仕事は、彼にとって建築活動を

行う好機であったが、ほとんどが外装の仕事であり、彼の

建築意欲を満足させるものではなかった。吉川清作との協

働、そして合理派建築会の結成は、本格的な建築活動への

進展であったが、合理派建築会結成直後に彼は検挙されて

しまい、結果として建築作品を残すことができていない。

3-2　建築家ではない者が建築に携わるという行為
芸術家ら、建築活動を行う非建築家は現代においても存在

する。しかし、それらの活動は、建築会からあまり注視さ

れることがない。村山の場合は、関東大震災という一時的

な権威の無効化、また建築の需要により、建築活動を展開

させる機会を生み出した。

結論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以上より、村山が次々に居場所を変化させ、建築イデオロ

ギーの拡張に努めていった経緯を明らかにした。その中

では、他者との恊働が大きな要素であり、それが彼自身の

建築を変化させた。しかし、残念ながら村山の建築が建築

会に影響を与えることは出来なかった。村山を受け入れな

かった建築界、その結果として生み出されたものから芸術

と建築の近接の意味を考察した。
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